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編
集
後
．
記

せ
ら
れ
た
現
．
今
の
国
界
の
情
況
に
勢
い
て
「
史
林
」

の
如
き
各
學
科
の
綜
合
雑
誌
の
存
在
す
べ
き
鹸
地
が

果
し
て
あ
η
や
否
や
。
恩
う
に
、
、
国
史
、
東
洋
史
、

西
洋
史
等
の
研
究
論
丈
が
、
常
に
世
界
史
的
立
場
を

、
背
紫
に
警
か
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
富
で
も
な
い

が
、
佛
　
し
、
且
熱
燗
的
に
一
つ
の
鷲
…
外
の
騨
礫
毛
脚
一
象
の

慧
義
を
眞
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
、
他
の

世
界
の
類
似
の
事
象
を
捉
え
、
こ
れ
と
比
較
し
、
乃

至
は
そ
の
事
象
ど
の
聯
關
を
池
る
こ
と
に
よ
っ
て
始

め
て
な
し
う
る
祈
で
あ
る
。
か
Σ
る
慧
昧
に
お
い
て

『
史
林
』
の
如
き
綜
合
難
誌
は
國
史
、
東
洋
史
、
西

洋
史
奪
の
知
き
各
尊
門
難
誌
の
企
画
し
え
な
い
編
輯

方
法
も
可
能
な
わ
け
で
あ
る
。
即
ち
、
あ
る
一
つ
の

歴
史
事
象
に
つ
い
て
、
夫
々
、
各
分
野
の
雁
史
的
親

角
か
ら
、
面
一
の
問
題
を
究
明
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
こ
に
始
め
て
各
世
界
に
お
け
る
同
一
問
題
の

聯
神
性
と
特
殊
性
と
が
具
禮
的
に
明
ら
か
に
せ
ら
れ

惹
。
本
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は
か
鼠
．
る
馬
肥
か
ら
明
古
代
の
瀧
二
寧
國

家
「
縄
の
周
題
を
と
り
あ
げ
、
各
尊
門
家
の
立
場
か

ら
、
夫
々
噌
閲
題
を
提
起
し
て
戴
い
た
も
の
で
、
珊
々

の
企
…
質
す
る
偏
鞭
輯
池
万
針
も
若
干
由
九
足
せ
ら
わ
た
も
の

と
信
障
ア
る
Q

　
因
み
に
、
本
曇
執
筆
の
宮
山
市
定
博
士
は
、
い
う
’

、
ま
で
も
な
く
、
京
大
東
洋
史
學
科
歎
授
、
巾
原
冬
日

九
郎
氏
は
廣
島
大
盛
酉
洋
史
學
科
教
授
、
枇
困
健
一

氏
は
附
酉
大
駅
戸
授
、
藤
岡
謙
二
郎
氏
は
京
大
助
教

授
で
あ
る
。

　
専
一
、
．
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繕
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冊
誌
は
…
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に
研
究
臨
調
丈
を
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閉
す
る
の
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ら
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、
雄
・
界
め
情
勢
動
向
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も
譲
者
に
報
告
す

る
義
務
が
あ
、
る
。
か
し
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で
は
、
從
來
「
史
林
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一
一
ご
一
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そ
の
池
残
務
を
充
分
に
果
し
え
な
か
っ
た
の
に
鑑
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、
今
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こ
り
使
命
を
も
＋
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分
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炭
す
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た

め
に
、
月
刊
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し
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足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

た
ゴ
本
年
は
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備
の
都
含
で
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そ
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硯
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困
難
で

あ
る
か
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、
現
在
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隔
月
刊
の
⊥
万
針
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計
画
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進
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。
讃
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